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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い

新
春
を
、
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
は
、
村

政
各
般
の
運
営
に
あ
た
り
、
深
い
ご
理
解
と
、

温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
の
動
き
を
振
り
返
っ
て
み
ま

す
と
、
卓
球
の
世
界
選
手
権
男
子
個
人
戦
で

13
歳
の
張
本
氏
が
史
上
最
年
少
で
８
強
入
、

将
棋
界
で
は
14
歳
の
藤
井
４
段
が
歴
代
連
勝

記
録
単
独
ト
ッ
プ
の
29
連
勝
と
青
少
年
の
活

躍
を
は
じ
め
、
上
野
動
物
園
で
ジ
ャ
イ
ア
ン

ト
パ
ン
ダ
の
赤
ち
ゃ
ん
「
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
」

の
誕
生
や
、
全
国
和
牛
能
力
共
振
会
で
は
鹿

児
島
県
が
「
全
国
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
」
と
な
る

な
ど
、
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
全
国
に
報
道
さ

れ
た
反
面
、
７
月
に
発
生
し
た
福
岡
、
大
分

等
の
九
州
北
部
の
記
録
的
豪
雨
で
は
、
土
砂

崩
れ
や
増
水
な
ど
に
よ
り
、
多
く
の
集
落
が

孤
立
し
、
多
く
の
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
、Ｔ
Ⅴ

謹賀新年 新年のごあいさつ

十島村長　肥後　正司十島村議長　松下　直志
で
放
映
さ
れ
た
壮
絶
な
光
景
は
、
今
も
記
憶

に
新
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
被

害
に
遭
わ
れ
た
関
係
者
に
対
し
ま
し
て
は
、

心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
安
倍
首
相
は
「
国
難
突
破
解
散
」

と
命
名
し
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
を
実
施
し
、

自
民
・
公
明
両
党
の
連
立
与
党
圧
勝
の
も
と
、

第
４
次
安
倍
内
閣
が
発
足
し
て
お
り
ま
す
。

新
内
閣
の
発
足
に
当
た
り
、
経
済
政
策
に
お

い
て
は
企
業
の
競
争
力
を
高
め
る
「
生
産
性

革
命
」
と
教
育
無
償
化
な
ど
の
「
人
づ
く
り

革
命
」
を
「
車
の
両
輪
」
と
位
置
付
け
、
子

育
て
支
援
強
化
を
核
と
す
る
２
兆
円
規
模
の

「
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
閣
議
で
決
定
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
本
村
に
お
き
ま
し
て
は
、
郵
便
局

の
取
り
組
み
と
し
ま
し
て
、
７
月
に
悪
石
島

で
、
９
月
に
平
島
で
そ
れ
ぞ
れ
簡
易
郵
便
局

を
開
局
し
て
お
り
ま
す
。
諏
訪
之
瀬
島
及
び

小
宝
島
の
簡
易
郵
便
局
に
つ
い
て
は
、
日
本

郵
便
か
ら
の
設
置
回
答
を
い
た
だ
き
、
局
員

の
内
定
等
も
含
め
平
成
30
年
４
月
頃
の
開
局

で
調
整
中
で
す
。

　
口
之
島
周
辺
海
域
で
の
海
流
発
電
に
つ
き

ま
し
て
は
、
株
式
会
社
Ｉ
Ｈ
Ｉ
が
進
め
る
実

証
機
が
完
成
し
、
口
之
島
沖
で
２
日
間
、
実

証
試
験
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
実
証
試
験

の
結
果
、
最
大
約
30
ｋ
ｗ
の
発
電
出
力
が
得

ら
れ
た
ほ
か
、
機
器
の
性
能
や
動
作
、
撤
去

の
方
法
な
ど
、
実
用
化
に
向
け
た
デ
ー
タ
を

取
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
の
報
告
を
受
け
て

お
り
ま
す
。
株
式
会
社
Ｉ
Ｈ
Ｉ
は
実
用
化
も
視

野
に
入
れ
た
本
格
試
験
の
準
備
を
来
年
度
か
ら

計
画
し
て
お
り
、村
も
将
来
の
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
策
及
び
事
業
化
の
方
向
性
な
ど
に
つ
い

て
今
後
議
論
を
進
め
、
可
能
な
限
り
協
力
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。　

　
新
船
の
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て
は
「
フ
ェ

リ
ー
と
し
ま
２
」の
命
名・進
水
式
が
11
月
19
日
、

三
菱
重
工
業
株
式
会
社
下
関
造
船
所
で
開
催
さ

れ
、
約
２
千
ト
ン
の
巨
大
な
船
体
が
船
尾
か
ら

海
へ
と
無
事
進
水
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
は
、

３
月
に
同
造
船
所
で
引
き
渡
し
を
受
け
、
本
村

の
通
常
航
路
で
の
ト
ラ
イ
ア
ル
運
航
を
実
施
す

る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
３
月
に
は

新
船
就
航
を
記
念
し
た
「
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」
を
、

鹿
児
島
市
内
と
奄
美
市
内
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
す

る
予
定
で
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
、
及
び
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
10
月
に
悪
石
島
及
び
小
宝
島
に
お
い
て
多

世
代
交
流
施
設
の
開
所
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

悪
石
島
の
子
育
て
支
援
施
設
「
の
び
っ
こ
園
」

で
は
５
人
、
小
宝
島
の
「
子
宝
園
」
で
は
３
人

の
園
児
が
通
園
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
併
設

す
る
悪
石
島
の「
ビ
ロ
ウ
の
家
」、小
宝
島
の「
ア

ダ
ン
の
里
」
で
の
高
齢
者
の
見
守
り
支
援
に
つ

い
て
は
、
サ
ロ
ン
活
動
や
体
操
等
で
の
運
動
機

能
の
維
持
な
ど
高
齢
者
の
介
護
予
防
や
不
安
解

消
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

教
育
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、
11
月
に

第
２
回
と
な
る
村
民
体
育
大
会
を
中
之

島
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
村
民
体
育

大
会
は
、
昭
和
63
年
に
中
之
島
の
村
総

合
運
動
公
園
の
完
成
を
記
念
し
て
開
催

し
て
以
来
、
実
に
30
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
今
回
の
大
会
は
、
未
就

学
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
多
く
の
村
民
の

交
流
を
目
的
と
し
た
、
和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
競
技
が
多
く
、
参
加
者
か
ら
は

「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
、
も
っ
と
頻
繁
に

開
催
し
て
欲
し
い
」
と
い
う
声
が
聴
か

れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
私
は
、
村
長
就
任
２
期
目
の
２
年
目

に
な
り
、
議
会
や
村
民
か
ら
の
提
言
や

ご
支
援
の
中
、
管
理
職
員
を
中
心
に
職

員
ひ
と
り
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に

お
い
て
、
積
極
的
に
取
組
ん
で
い
る
結

果
、
村
政
推
進
は
概
ね
目
指
す
べ
く
方

向
に
推
進
し
て
い
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
村
民
の
皆
様
に
明
確

な
方
向
性
を
し
っ
か
り
と
示
し
「
村
民

が
希
望
の
持
て
る
村
づ
く
り
の
実
現
」

に
向
け
て
、
全
力
を
持
っ
て
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
行
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
が
皆
様

方
に
と
り
ま
し
て
希
望
に
満
ち
た
一
年

に
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
30
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
議
会
を
代

表
い
た
し
ま
し
て
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま

す
。
あ
ら
た
め
ま
し
て
、
謹
ん
で
新
春
の
お

よ
ろ
こ
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
方
に
は
、
日
頃
か
ら
村
政
・
議
会
活

動
に
深
い
関
心
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
、
国
政
に
お
き
ま
し
て
は
、

９
月
の
衆
議
院
解
散
、
10
月
の
総
選
挙
で
の

自
民
党
の
圧
勝
、
11
月
の
第
４
次
安
倍
内
閣

の
発
足
、
ま
た
、
経
済
面
に
お
き
ま
し
て
は
、

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
発
足
、
ア
メ
リ
カ
の
税
制

改
革
、
日
銀
の
政
策
現
状
維
持
、
北
朝
鮮
の

核
・
ミ
サ
イ
ル
問
題
や
尖
閣
諸
島
問
題
等
、

依
然
と
し
て
社
会
情
勢
は
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
初
の
日
米
首
脳
会
議
や

ト
ラ
ン
プ
・
ア
メ
リ
カ
大
統
領
の
来
日
、
ま

た
、
最
年
少
棋
士
の
連
勝
新
記
録
、
ノ
ー
ベ

ル
文
学
賞
に
日
系
人
の
受
賞
、
陸
上
100
メ
ー

ト
ル
で
は
日
本
人
初
と
な
る
９
秒
台
の
記
録

が
で
る
な
ど
の
喜
ば
し
い
ニ
ュ
ー
ス
や
、
天

皇
皇
后
両
陛
下
の
鹿
児
島
県
訪
問
は
大
変
う

れ
し
い
出
来
事
で
印
象
的
で
し
た
。

　
29
年
度
国
の
予
算
案
で
は
、
６
年
連
続
で

過
去
最
大
と
な
り
、
高
齢
化
を
背
景
に
社
会

保
障
費
や
防
衛
費
が
増
額
さ
れ
、
ま
た
、
保

育
の
受
け
皿
整
備
や
人
工
知
能(

Ａ
Ｉ
）
な
ど

の
開
発
費
も
増
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
に
お
い
て
は
、
地
方
交
付
税
の
自
治
体

へ
の
減
額
、
村
の
行
財
政
、
医
療
・
介
護
で

の
自
己
負
担
が
増
え
る
等
、
家
計
の
負
担
も

大
き
く
今
後
に
大
き
な
不
安
を
抱
か
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
の
十
島
村
が
今
以
上
に
発
展
し
て

い
く
た
め
に
は
、
人
口
問
題
、
雇
用
問
題
、

医
療
福
祉
介
護
問
題
、
情
報
通
信
問
題
、
航

路
問
題
、
財
政
問
題
な
ど
様
々
な
課
題
に
、

着
実
に
対
策
を
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
村
に
と
り
ま
し
て
は
、「
第
5
次
十
島
村
総

合
振
興
計
画
」
や
「
十
島
村
総
合
戦
略
」
に

基
づ
き
、「
地
方
創
生
」
を
通
じ
て
、
新
し
い

人
の
流
れ
と
と
も
に
、
目
標
達
成
に
向
け
、

皆
で
村
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
新
船
「
フ
ェ
リ
ー
と
し
ま
２
」
に
つ

い
て
は
、
本
年
４
月
の
就
航
を
め
ざ
し
、
建

造
作
業
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
介
護
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、

宝
島
の
「
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
た
か
ら
」

が
６
年
目
を
迎
え
、
４
か
島
に
お
い
て
は
、

確
信
い
た
し
て
お
り
ま
す
。　

　
「
ひ
と
」
を
大
切
に
し
、
私
た
ち
議

会
も
村
の
存
続
と
発
展
の
た
め
に
、

さ
ら
に
民
意
の
反
映
に
務
め
、
議
員

一
丸
と
な
っ
て
、
お
お
い
に
議
論
し

行
政
に
反
映
・
具
体
化
さ
れ
る
よ
う

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
一
年
の
村
民
の
皆
様
の
ご
活

躍
に
期
待
し
、
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
、

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
が
地

元
住
民
主
体
と
し
て
取
り
組
ま
れ
、
さ
ら
に

は
、
高
齢
者
の
サ
ロ
ン
施
設
と
し
て
口
之
島
、

平
島
に
も
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
27
年
度
か
ら
地
域
子
育
て
支

援
拠
点
施
設
整
備
が
進
め
ら
れ
、
29
年
度
は

「
子
育
支
援
施
設
」
と
「
介
護
予
防
拠
点
施
設
」

が
一
体
と
な
っ
た
、
多
世
代
交
流
施
設
も
悪

石
島
と
小
宝
島
に
お
い
て
開
設
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
郵
便
局
の
な
か
っ
た
４
か
島
に

簡
易
郵
便
局
の
整
備
が
進
み
、
29
年
７
月
に

は
悪
石
島
で
、
９
月
に
は
平
島
で
開
局
さ
れ
、

諏
訪
之
瀬
島
と
小
宝
島
に
つ
い
て
も
、
開
局

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
は
、
30
年
ぶ
り
の
村
民
体
育

大
会
が
各
島
か
ら
約
250
名
参
加
し
、
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
今
年
は
、
新
船
の
就
航

記
念
と
し
て
村
民
が
一
同
に
会
す
る
村
民
文

化
祭
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
定
住
支
援
や
産
業
振
興
、
介
護

予
防
や
子
育
支
援
の
取
り
組
み
等
、
ま
す
ま

す
住
民
と
連
携
、
協
働
し
、
地
域
の
活
性
化
、

地
域
の
抱
え
る
問
題
や
課
題
の
解
決
が
図
ら

れ
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　
村
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
依
然
と
し
て
厳

し
い
情
勢
で
は
あ
り
ま
す
が
、
村
民
の
皆
様
・

議
会
・
行
政
が
、「
共
に
生
き
る
」
共
生
の
心

を
持
ち
、
村
の
存
続
・
発
展
に
努
め
れ
ば
、

必
ず
や
活
力
に
満
ち
た
村
が
実
現
で
き
る
と
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　口之島に来て、約 1年が経
とうとしています。今年は、
昨年以上に島民の方々と親睦
を深め、去年参加できなかっ
た島の行事にも参加したいで
す。そして、口之島や十島村
を盛り上げたいです。
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平成 30 年成人式開催！！
　1月 8日 ( 月 )、役場会議室にて平成 30 年十島村成人式が行われました。5名の方が出席し、
共に育った仲間と一緒に大人への第一歩を踏み出しました。人生の大きな節目である成人式。
この日の決意を胸に、若い力を存分に発揮し、それぞれの夢に向かって未来を切り開き、大き
く羽ばたいていかれるように願っています。

口之島中学校卒業
大隈　翔太さん

　立派な成人として成熟
し、社会的、精神的に自
立するとともに、自身の
目標達成に向けて、大学
で勉学に励む。

　プロの音響エンジニ
アになります。頑張り
ます。

諏訪之瀬島中学校卒
小櫻　斉生さん

　１つ１つの仕事をこ
なしていき、１人１人
の人間として、一歩ず
つ成長していく。

諏訪之瀬島中学校卒
志方　悠希さん

　4月から社会人にな
るので、自分を信じて
自分の長所を活かしな
がら頑張っていきたい
です。同時に初めての
一人暮らしも始まるの
で、自己管理もしっか
りしながら過ごしてい
きたいと思います。

悪石島中学校卒業
坂元　里帆さん

　大学でカウンセリン
グを専攻していますの
で、専門的な知識をた
くさん身につけて人の
心に寄り添うカウンセ
ラーになれるように精
進したいと思います。小宝島中学校卒業

小林　莉衣奈さん

年男！年女！今年の抱負！！
　今年は戌 （いぬ） 年！十島村に住む戌年生まれの皆さんの今年の抱負を紹介します。

　心温かい周りの方々と大自
然に元気をいただいていま
す。家族全員が元気でいられ
るように離れて暮らす娘との
時間を大切にし、また今年は
少しでも十島村に貢献してい
きたいと思っています。

　元気で中之島で暮らせますように。

　今年年男なので、健康に気をつけ
て元気に過ごしたいです。特に去年
はよく風邪をひいたので、早寝早起
きを心がけたいです。

　中学校に入学する年になるの
で、いろいろと準備をがんばりま
す。また、健康でいたいです。

　今年も健康を第一に、又自
分の時間を少しでもつくっ
て、魚釣り、貝取りがしたい
です。

　ワンだふるな１年にしま
す。昨年は多くの方々に大
変お世話になり、ありがと
うございました。今年も精
一杯頑張りますので、どう
ぞよろしくお願い申し上げ
ます。

口之島　平川 淳一さん　

中之島　貴島 トシさん　

中之島　平泉 公大さん

口之島　平川 聡子さん　

諏訪之瀬島　山中 悠暉さん

悪石島　有川 ちづ子さん

小宝島　赤星 郁衣さん

新成人の抱負・目標！
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　今年も各島の子どもたちへクリスマスプレゼントが届きました。
一つは、ＪＡグリーン鹿児島さんからの文房具プレゼントです。各
島に届けられた文房具の箱には、ひとり一人に紙袋で手渡されま
した。鉛筆や定規、キーホルダー等の文房具は、島ではなかなか
買えませんので、子どもたちにとっては貴重品です。ＪＡグリーン
鹿児島の皆様、本当にありがとうございました。また、もう一つ
は吉留建設株式会社さんからのクリスマスケーキです。子どもた
                                                                         ちは、ケーキが大好きです。
                                                                          大喜びで受け取っていました。吉留建設の皆様、本当にありがとう
                                                                          ございした。毎年の心温まるプレゼントは、ＪＡグリーンさんや吉留
                                                                          建設さんが十島の子どもたちを大切に思ってくださる証です。本当
                                                                          にありがたいことです。各学校から、お礼の手紙や寄せ書きが届い
                                                                          たとの連絡もありました。このようなお手紙を書くことが、相手の
                                                                          気持ちを考えたり自分を振り返ったりする良い機会でもありますね。
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十島村消防団出初式を開催

　十島村消防団出初式が各島分団で執り行われました。昭和
47 年、「十島村消防団」が発足して以来、分団員の団結と防
災意識の高揚を図るため、新春の恒例行事として、毎年実施
されております。式では、村長祝辞をはじめ、柴立県議会議
長、野村参議院議員より祝電を頂きました。また、十島村消
防団勤続 15 年表彰も行われ、防火の誓いも新たに「安全に
住みよいまちづくり」を推進して参ります。今後ともよろし
くお願い致します。

　平成 29 年 12 月 22 日に地震津波避難訓練を全島一斉に開催致しました。
　トカラ列島太平洋沖を震源とする最大震度５強の大地震発生に伴う緊急地震速報及び大津波
警報の発表により、住民の島内避難が必要となった事態を想定した訓練を開催しました。今年
度におきましても、住民の皆様には開催日時を周知せ
ず訓練を実施し、緊張感のある訓練を開催することが
できました。
　来年度以降においても、いつ起こるか分からない自
然災害を想定した訓練を実施し、危機管理体制の確立
し、住民の皆様の安心安全なまちづくりに推進してい
きたいと思います。
　ご協力ありがとうございました！！

地震 ・津波避難訓練を実施しました

口之島

中之島

諏訪之瀬島

平島

悪石島

小宝島 宝島

◀
平
島
で
の
訓
練
の
様
子

　11 月 19 日に三菱造船株式会社下関造船所
（山口県下関市）で進水式をしたフェリーとし
ま２の建造工事は、順調に進んでいます。外
観は、塗装済の部分も多くなり、客船らしく
なってきているほか、デリック、ハッチカバー、
ランプウェイなどの各所の検査や客室などの
居住区の内装工事が行われています。
　今後、３月１日の引き渡し後、３月５～７
日と 19 ～ 21 に習熟運転航海、３月 16 日に
鹿児島で、３月 20 日に名瀬で記念式典、４
月２日に就航を予定しています。

「フェリーとしま２」建造進捗状況  について

▲船体外観の様子▲発電機試験の様子

▲デリック装置荷重試験の様子

▲ハッチカバー作動試験の様子

▲上甲板エントランス床舗装工事の様子

▲船尾ランプ作動の様子
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( 税抜価格 , 単位：円）

最高価格者

▶
日
高 

創
氏
の
子
牛

平成 29年子牛セリ結果

去勢 雌 計 去勢 雌 計 去勢 雌 計

1月 15 18 33 12,635,000 11,662,000 24,297,000 842,333 647,889 736,273

12月 26 13 39 20,741,000 8,631,000 29,372,000 797,731 663,923 753,128

出荷頭数 合計金額 平均価格

12 月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１月　日高  創　氏
1,082,000円
平泉 二太　氏

927,000円

去勢

雌

平泉 二太　氏
1,107,000円
松元 憲治　氏

926,000円

去勢

雌

▶
平
泉 

二
太
氏
の
子
牛

えほんを寄贈いただきました
　十島村担当のケアマネージャーである松田祐亮氏
の紹介で、羽根田十郎氏より「つむじ風になったリュ
ウ」というえほんをいただきました。このえほんは
羽根田氏が著し、自費で作成されたもので、各小中
学校、子育て支援施設、フェリーにそれぞれ配布さ
せていただきました。

◀
羽
根
田
氏
（
左
）
と
松
田
氏
（
右
）

　平成 29 年 12 月 3日（日）に天文館ベルク広場（山形屋隣）で十島村の農林水産物を PRする「トカラ
のめぐみ味わいフェスタ」が催されました。このイベントは、平成 25 年度に開催された農林水産祭りを皮
切りに、今年で5回目のイベントになりました。当日は、トカラ結プラザ、トカラふるさと会の方々を中心に、
一般社団法人宝島から「はなみ丸商店」、中之島から「株式会社うおのやまぐち」さんなどが十島村の農林
水産物の特産品販売に携わられ、また各島の婦人部の方々の御協力
もあり、十島村で採れた農林水産物の大試食会を開催し、田芋、シ
ビステーキ、大名筍の味噌汁、飛魚、島バナナカレー、スイートス
プリング、島バナナなど、十島村の魅力が沢山詰まった料理を提供
しました。アンケートに記入いただいた概ね 450 名の参加客の御来
場、特産品購入の実績がでており、今後の十島村の交流人口の拡大、
観光客誘致へのきっかけとなる良いイベントになりました。

子牛のセリが行われました
　12 月 11 日（月）、1月 13 日（土）に鹿児島中央家畜市場にて、子牛のセリが行われました。
結果は次のとおりです。また、去年１年間の結果についても掲載いたします。

トカラのめぐみ味わいフェスタが開催されました！

口之島にさとのカワ公園が整備されました！
　さとのカワ公園は、鹿児島県の天然記念物である口之島の「タモトユリ」を観光客や地域住民など
より多くの方々に見ていただき、憩いの場にしてほしいという思いから、今年度、口之島の集落の中
心にある「さとのカワ」の周辺を公園化し、贈呈していただいたタモトユリを公園の一角に植栽する
事として工事を実施しました。
　また、植えられたタモトユリの寄贈者である大阪学院大学 名誉
教授 林 一彦 氏は、約 10 年前から口之島を訪れ続け、採集された
花粉を用い、研究を重ね、タモトユリを育成され、公園の整備に
絡めて公園に 40 球、小中学校に 10 球のタモトユリを寄贈いただ
きました。
　今後は、地元の老人クラブの方々に四季に応じて植栽や、除草
作業を行っていたただき、四季を通じてタモトユリや自生植物等
が鮮やかに彩る公園を目指します。

◀老人クラブの皆さん

▲完成した公園

▲林 一彦 氏

区分
セリ月 出荷頭数 販売額 平均価格 出荷頭数 販売額 平均価格 出荷頭数 販売額 平均価格
１月 17 13,929,000 819,353 8 5,900,000 737,500 25 19,829,000 793,160
２月 16 13,534,000 845,875 10 7,375,000 737,500 26 20,909,000 804,192
３月 19 15,416,000 811,368 20 12,101,000 605,050 39 27,517,000 705,564
４月 23 18,540,000 806,087 19 11,558,000 608,316 42 30,098,000 716,619
５月 15 13,212,000 880,800 16 10,402,000 650,125 31 23,614,000 761,742
６月 19 15,015,000 790,263 22 13,022,000 591,909 41 28,037,000 683,829
７月 23 17,225,000 748,913 26 15,777,000 606,808 49 33,002,000 673,510
８月 16 11,094,000 693,375 9 5,168,000 574,222 25 16,262,000 650,480
９月 14 10,230,000 730,714 19 10,346,000 544,526 33 20,576,000 623,515
１０月 19 11,101,000 584,263 16 8,781,000 548,813 35 19,882,000 568,057
１１月 15 12,023,000 801,533 15 8,804,000 586,933 30 20,827,000 694,233
１２月 26 20,741,000 797,731 13 8,631,000 663,923 39 29,372,000 753,128

年計 222 172,060,000 775,045 193 117,865,000 610,699 415 289,925,000 698,614

去勢 雌 合計
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　　　　　　　　　　　《こんな活動をしています》
(1) 高齢者の暮らしの中のお困り事等を把握します。 (2) 高齢者の困り事を手助けしてくれる方を育てます。

(3) 困っている人⇔手助けしてくれる方⇔診療所⇔住民課等々　支援が上手く行くようにそれぞれを繋ぎます。

(4) 人の困り事と手助けしてくれる人を繋ぎます。

　高齢者見守り支援活動や地域活動を行う中で、高齢者や身体の不自由な方が、安心して島での
生活を営む事が出来るよう活動しています。

あなたの島で地域支え合い推進員　　　　　が活動しています

　日頃より十島村簡易水道事業に対し、ご理解とご協力を賜り誠にありがとうございます。この度、水道
利用者である村民の皆様に、より安全かつ安定的な飲用水提供に努めるため、平成 30 年 4月 1日より水
道料金の改定を行います。改定に伴い、村民の皆様には、大変なご負担をお掛けしますが、簡易水道事業
会計の健全な運営のため、ご理解とご協力をお願い申し上げます。

【別表１】 一般料金体系 ( 月額 )　　　　　　　　　　　　　単位：円

◇各島の地域支え合い推進員◇
◎口之島（なごみの里）平瀬　ヨチ子さん◎
　　毎日お元気に、明日も元気に過ごせるように！！地域の皆さんと共に高齢者の方の
　支援に取り組んでまいります。

◎悪石島（ビロウの家）肥後　哲矢さん◎
　　ビロウの家では、毎日体操をしています。是非ご参加下さい。
　　何かお困り事がありましたら、いつでも肥後にご相談下さい。

◎宝島（小規模多機能ホームたから）米倉　優介さん・國部　ひろみさん◎
　　これからも宝島の皆さんが、これまでの暮らしを続けて行けるように微力ながらお
　手伝いさせて頂きたいと思います。

　　住民課　地域支え合い推進員　押（おさえ）
　各島の推進員さん・診療所看護師・見守り支援員さん等と一緒に活動しています。　
　お困り事・ご相談があればいつでもご相談下さい。住民課　健康福祉室 099（222）2101

地域で運営協議会を立ち上げ （口之島 ・中之島 ・悪石島 ・小宝島 ・宝島） ・ ・ ・

『住み慣れた島で、その人らしく尊厳のある暮らし』を続けて行く為に、高齢者等が抱えてい
る問題を地域の問題として、どのように解決するか、地域の中で話し合いをすすめている地域
もあります。
台風時の戸締りが難しい→消防団・自治会でお手伝いします。
食事作りが難しい→週１回有料で昼食を提供する仕組みをつくりましょう。
温泉の時間変更→自治会に依頼し、早く入れるようになった。

１） 水道料金改定にともなう経過

　現行料金体系への見直し経過については次のとおりです。
①平成 20 年 3月開催の水道審議会で、それまで免除であった温泉施設の減免措置の廃止について審議。
②平成 20 年度の村政座談会にて温泉施設減免措置の廃止について周知。
③平成 20 年 10 月より温泉施設の料金徴収の開始。　　　
④平成 21 年 5月開催の水道審議会にて一般料金体系の見直しについて審議。
⑤平成 21 年度の村政座談会にて一般料金体系の見直しについて周知。
⑥平成 21 年 12 月議会にて、新料金及び改定時期を決定。
⑦平成 23 年 4月 1日より、現行の料金体系に改正。
⑧平成 29 年 5月開催の村政座談会にて、料金体系の見直しについて周知。
⑨平成 29 年 9月開催の水道審議会にて料金体系の見直し等について諮問審議。
【諮問内容】　・簡易水道料金体系の見直しについて
　　　　　     ・70 歳以上契約者の減免措置及び温泉施設利用料の見直しについて
【審議経過】　・一般料金体系の見直し ( 値上げ ) は必要。
　                      ・値上げを行う場合は、周知を徹底したうえで段階的に行うべき。
　                      ・高齢者の減免措置を拡充すべき。　　・温泉施設の料金見直しは行わず、現状維持が望ましい。
⑩平成 29 年 9月議会にて、料金体系の見直し内容、見直し時期について協議。
⑪平成 29 年 12 月の水道審議会にて、審議結果 ( 答申 ) を決定。
　・一般料金体系の見直し→料金見直しは段階的に行うこととし、今回は別表１料金表への見直しが妥当
　・70 歳以上契約者の減免措置→別表２のとおり拡充すべき
　・温泉施設利用料の見直し
　　→次年度以降の決算状況等を基に再検討することとし、本答申においては見直しを行うべきではない。
⑫平成 29 年 12 月議会にて、新料金及び改定時期が決定。平成 30 年 4月 1日改定することとなった。

２） 新水道料金について

　現在の水道料金と改定後の水道料金案の比較については、下表のとおりとなっています。本件につきまして、
何かご不明な点がございましたら、役場土木交通課地域整備室までお問い合わせください。
　　 【別表 2】 70 歳以上契約者の減免措置　単位：円

基本料金 現行 改正後 

 

超過料金 現行 改正後 
13 ㎜ 400 600 1～5 ㎥ 60 80 
20 ㎜ 500 700 6～10 ㎥ 70 90 
25 ㎜ 600 800 11～15 ㎥ 80 100 
30 ㎜ 700 900 16～20 ㎥ 90 110 
40 ㎜ 800 1,000 21～30 ㎥ 100 120 
50 ㎜ 900 1,100 31～50 ㎥ 110 130 

  
51～100 ㎥ 120 140 
101 ㎥以上 200 220 

減免額(月) 現行 改正後 

基本料金 -100  -200  

 ※対象：前年度の 3月 31 日をもって 70 歳以上が契約者
　　　　である一般家庭用の水栓

～平成 30 年 4 月より、 水道料金が変わります～

十島村簡易水道料金の改定について
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　鹿児島税務署が開設する申告相談会場及び南九州税理士会・鹿児島支部による確定申告無料相談会場は、
次のとおりです。また、ご自宅でも国税庁ホームページを利用して申告書を作成し、ｅ－Ｔａｘによる送信又
は印刷して郵送等より提出することができますので、是非、ご利用ください。

2 月 1６日 ( 金 ) から住民税申告書、 所得税確定申告書の受付

　住民税申告書・所得税確定申告書は、皆様の村県民税、国民健康保険税、介護保険料などを決定する資料
となるばかりでなく、他機関への各種申込みや証明書発行など、様々な場面で必要となる重要書類の基礎と
なるものです。申告漏れや誤り等がないよう期限までに確実に申告してください。

（提出受付：役場総務課、各島出張所）

が始まります。

申告書提出締切　平成３０年 3月 1５日（木）
　１．村民税・県民税 ( 住民税 ) の申告が必要な方

　平成 30 年 1月 1日時点で、十島村に住所のある方は、収入の有無にかかわらず、前年中の収入状況を申
告していただく必要があります。
◎市町村申告の必要な方
　①営業・農業・漁業・その他（民宿等）の事業を営む人で、所得税の確定申告をしていない人
　②不動産（家賃・地代等）、利子、配当等の所得があった人　③日雇い労働に従事し、賃金を受けた人
　④恩給・年金の支払いを受けた人　⑤年度中に会社を退職し、その後就職してない人
　⑥副業・内職等で収入のあった人

２．申告書に必要なもの
（１）収入・所得を証明できる書類
　　①給与所得者は、「源泉徴収票または給与明細書等の証明」
　　②営業、事業、不動産、農業所得のある方は、「収支明細書または帳簿書類等」
　　③公的年金受給者は、「公的年金等の源泉徴収票」
（２）社会保険料控除（国民健康保険税、国民年金、介護保険料等）、生命保険料控除、損害保険料控除を
　　受ける方は、その「控除証明書、領収書または関係書類」
（３）　雑損控除を受ける方は、「消防署等の罹災証明及び保険等で補てんされた金額の証明書」
（４）　障害者控除を受ける方は、「障害者手帳や療育手帳等」

3．注意点
（１）住民税申告及び確定申告は、対象となる個人が自ら行わなければなりません。
　　申告書等に何も記載せず、領収書等のみを役場に送付してきた場合、税理士等に委託して申告される住
　　民との整合性を保つ観点からも看過できかねますので全て返送いたします。あしからずご了承ください。
　　ただし、事情等がある場合は個別に相談させていただきます。
（２）申告書未提出の場合、職権で入力することもございますのでご注意ください。
（３）例年、各税の賦課後に修正（経費の増額）を申し出てくる方がいますが、当初提出された申告書の信ぴょ
　　う性が問われかねないこととなりますので、当初から確実な根拠を基に申告してください。
（４）記入方法などご不明な点等ございましたら、総務課税務係まで気兼ねなくご連絡ください。

一定以上の所得がある方は、 税務署へ提出する確定申告が必要になる場合があります。

確定申告の対象かどうかわからない方や、その他ご不明な点がある方は総務課税務係にお問い合わせくだ
さい。

※畜産所得については免税対象ですが、正しく申告をしなければ免税にはなりません。
※村からの補助金等も申告対象です！申告もれのないようご注意ください！！

【鹿児島税務署が開設する申告相談会場】
〈開設場所〉　鹿児島県市町村自治会館（鹿児島市鴨池新町７－４）
〈開設期間〉　平成 30 年 2月 16 日（金）から平成 30 年 3月 15 日（木）まで（ただし、土、日を除く。）
　　　　　　（注）2月 18 日（日）及び 2月 25 日（日）に限り、日曜日も開設します。
〈受付時間〉　午前９時から午後４時まで

【南九州税理士会・鹿児島支部による確定申告無料相談会場】
〈開設場所〉　鹿児島県市町村自治会館（鹿児島市鴨池新町７－４）
〈開設期間〉　平成 30 年 2月 9日（金）から平成 30 年 2月 15 日（木）まで（ただし、土、日、祝日を除く。）
〈受付時間〉　午前９時から午後３時まで
※駐車場には限りがあり、混雑が予想されますので、なるべく公共交通機関をご利用ください。
※申告期限間際になりますと申告会場が混み合うことが予想されますので、早めの申告にご協力をお願いします。

　社会保障・税番号制度の導入に伴い、平成 28 年分の確定申告書等からマイナンバーの記載が必要となり
ました。なお、マイナンバーを記載した確定申告書等を税務署へ提出する際には、申告されるご本人の本人
確認書類の提示又は写しの添付が必要となります。また、自宅等からe-Taxで確定申告書等を送信する際には、
本人確認書類の提示又は写しの添付が不要となりますので、是非 e-Tax をご利用ください。
≪本人確認書類の例≫　例１：マイナンバーカードの表面及び裏面の写し
　　　　　　　　　　　例２：通知カードの写し＋運転免許証又は公的医療保険の被保険者証の写しなど

　平成 29 年分の確定申告から、医療費控除を受ける際は、領収書の添付又は提示が不要となり、代わりに「医
療費控除の明細書」の作成・添付が必要となります。医療費等の領収書（医療費通知に係るものを除く。）に
ついて後日、提出又は提示を求められる場合がありますので、確定申告期限等から５年間、ご自宅等で保管
してください。なお、平成 28 年分以前の確定申告については、従来どおり、医療費等の領収書の添付又は
掲示が必要となります。

　公的年金等の収入金額の合計額が 400 万円以下で、かつ、公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が 20
万円以下である場合には、所得税及び復興特別所得税について確定申告をする必要はありません。
　ただし、この場合であっても、　
　　①所得税及び復興特別所得税の還付を受けるためには、確定申告書を提出する必要があります。
　　②住民税の申告が必要な場合があります。

　詳しくは、国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp/）をご覧いただくか、最寄りの税務署へご相談ください。
　鹿児島税務署（電話 099-255-8111）※自動音声案内
　確定申告に関するご相談は、「０」番を選択してください。「確定申告電話相談センター」におつなぎします。
　（平成 30 年 1月 4日（木）から 3月 15 日（木）まで）

申 告 相 談 会 場 等 の ご 案 内

※ 鹿児島税務署では申告相談は行っておりませんのでご注意ください

確定申告書等にはマイナンバーの記載が必要です

医療費控除を受ける際は 「医療費控除の明細書」 の添付が必要です

公的年金収入のある方の確定申告について
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決 算

平成28年度の決算に
ついて、報告します。
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％
）

増
の
1
8
3
9
万
5
千
円
を
積
立
て
て
い
ま
す
。
畜
産
関
係
の
使
わ
れ
て
い
な
い
基

金
を
整
理
し
、
新
た
に
黒
毛
和
種
優
良
肉
用
繁
殖
雌
牛
預
託
事
業
基
金
を
創
設
し
、

1
億
3
6
5
0
万
円
積
み
立
て
て
い
ま
す
。
基
金
全
体
の
残
高
は
、
前
年
度
比
1
億

8
2
6
6
万
8
千
円
の
減
の
26
億
3
1
5
6
万
5
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。【
表
4
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公
債
費
は
増
、
村
債
残
高
は
19
年
連
続
の
減

　
村
の
借
金
で
あ
る
公
債
費
の
決
算
額
は
、
7
億
2
7
7
4
万
6
千
円
で
、
前
年
度

比
1
億
6
6
3
9
万
9
千
円
（
29.6
％
）
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
18
年
度
借
入

の
一
般
公
共
事
業
債
（
港
湾
事
業
）
の
繰
上
償
還
1
億
5
8
9
4
万
8
千
円
の
影
響

で
増
加
し
て
い
ま
す
。
財
政
の
健
全
化
を
示
す
指
標
と
な
っ
て
い
る
実
質
公
債
費
比

率
は
、
前
年
度
比
2.9
ポ
イ
ン
ト
減
の
4.0
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
健
全
な
値
を
示
し

て
い
ま
す
。
村
債
残
高
は
、
43
億
8
4
3
0
万
5
千
円
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度
比

9
2
2
7
万
2
千
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
村
債
残
高
に
つ
い
て
は
、
ピ
ー
ク
時

に
91
億
円
を
超
え
て
お
り
ま
し
た
が
、
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
等
に
よ
り
、
村
債

の
残
高
は
、
19
年
連
続
減
少
し
て
い
ま
す
。【
表
3
参
照
】

繰越金　2億 1,213 万 2 千円（3.6％）
繰入金　11 億 3,217 万 8 千円（19.1％）
分担金及び負担金　53 万 6千円（0.0％）
寄付金　2,410 万 1 千円（0.4％）
財産収入　1,550 万 7 千円（0.3％）
使用料及び手数料　7,144 万 4 千円（1.2％）
諸収入　2,999 万 7 千円 （0.5％） 
村税　7,014 万 7 千円（1.2％）

地方譲与税　2,599 万 7 千円（0.4％）
利子割交付金　4万 5千円（0.0％）
配当割交付金　11 万 5千円（0.0％）
株式等譲渡所得割交付金　6万 7千円（0.0％）
地方消費税交付金　1,039 万 1 千円（0.2％）
自動車取得税交付金　320 万 3千円（0.1％）
地方交付税　15 億 9,842 万 9 千円　（26.9％）

県支出金 4 億 1,740 万円（7.0％）
村債 5 億 8,715 万 2 千円（9.9％）

国庫支出金 17 億 3,834 万 8 千円（29.3％）

歳　出
57 億 7,890 万
2 千円

投資的経費

義務的経費
その他の経費 11 億 6,833 万

7 千円
（20.2％）17 億 476 万

6千円
（29.5％）

29 億 579 万
9千円

（50.3％）

人件費　3億 9,632 万 2 千円（6.8％）
扶助費　4,426 万 9 千円（0.8％）
公債費　7億 2,774 万 6 千円（12.6％）

普通建設事業費　26 億 5,000 万 6 千円（45.9％)

災害復旧事業費　2億 5,579 万 3 千円 (4.4%)

積立金　8億 5,702 万 7 千円 (14.8%)
繰出金　9,255 万 7 千円 (1.6%)

維持補修費　517 万 1千円 (0.1%)
補助費等　2億 4,135 万 3 千円 (4.2%)
物件費　5億 865 万 8千円 (8.8%)

会 計 名 称　歳 入 決 算 額　歳 出 決算額　歳入歳出差引額
一 般 会 計　5,937,189,407　5,778,902,281　158,287,126
（ 前 年 度 比 ）　2,332,519,688     2,439,364,317△106,844,629
　　　　　　　　　      （64.7%）  　       （73.0%）　     （△40.3％）
国民健康保険特別会計　   134,330,688　     134,330,688　                   0
（ 前 年 度 比 ）　        5,387,739　          8,266,874   △2,879,135
　　　　　　　　　        （4.2%）                   （6.6%）     (△100.0％）　
船舶交通特別会計　2,944,976,369　 2,896,269,540      48,706,829
（ 前 年 度 比 ）　2,107,094,582     2,118,274,887   △11,180,305
　　　　　　　　　    （251.5%） 　　 （272.3%）          (△18.7%)　
介護保険特別会計　　      79,880,342　      79,850,066  　       30,276
（ 前 年 度 比 ）　  △12,411,648　 △12,433,703              22,055
　　　　　　　　     　 （48.0%）　     　 （61.7%）   　
介護サービス特別会計　　 714,081　          714,081                    　0
（ 前 年 度 比 ）　          △57,016　        △57,016　                    0
　　　　　　　　　     （△7.4%）　　   （△7.4%）
簡易水道特別会計　       79,808,921　     79,808,921　    　　　   0
（ 前 年 度 比 ）　      33,251,429          33,251,429 　 　              0
　　　　　　　　　       （71.4%）              （71.4%）
後期高齢者医療特別会計　　　  7,856,571　        7,449,368　      407,203
（ 前 年 度 比）　              302,144　           242,792             59,352
　　　　　　　　　         （4.0%）　　        （3.4%）　         (17.1%)
合　　　　   計　   9,184,756,379   8,977,324,945    207,431,434
（ 前 年 度 比）　    4,466,086,918   4,586,909,580 △120,822,662
　　　　　　　　　        （94.6%）　       （104.5%）    　(△36.8%)     

▼表 1会計ごとの決算状況（単位：円）

区分　費　　　目　　歳 入 決 算 額　　増減率 (％）  　28 年度　    27 年度 
　　村 税 70,147 69,527                0.9
　　分担金及び負担金     　   536                635          △15.6
　　使用料及び手数料 　  71,444          75,037          △4.8
　　財 産 収 入 　  15,507          63,737          △75.7
　　寄 附 金        24,101         17,996              33.9
　　繰 入 金　  1,132,178       411,725            175.0
　　繰 越 金     212,132          71,862            195.2
　　諸 収 入　      29,997          35,338          △15.1 
　　【自主財源計】  1,556,042       745,857            108.6
　　地方譲与税　      25,997          26,293            △1.1
　　利子割交付金 　         45                  88          △48.9
　　配当割交付金 　       115               175          △34.3
　　株式等譲渡所得割交付金 　         67                179          △62.6
　　地方消費税交付金　　 10,391          11,217           △7.4
　　自動車取得税交付金 　    3,203            2,549             25.7
　　地方特例交付金 　            0                    0               0.0
　　地方交付税  1,598,429    1,641,041           △2.6
　　国庫支出金 1,738,348       540,825           221.4
　　県 支 出 金     417,400       369,146             13.1
　　村 債     587,152       267,300           119.7
　　【依存財源計】  4,381,147    2,858,813             53.3
　　合 計  5,937,189    3,604,670             64.7

▼表２　歳入決算額（対前年度比）
　　　　　　　　　  （単位：千円）

自
主
財
源 

義
務
的
経
費
　
投
資
的
経
費
　
　
　
そ
の
他
経
費

依
存
財
源 

普
通
建
設
事
業
費
は
大
幅
増

　
港
湾
や
道
路
、
学
校
な
ど
の
公
共
施
設
を
整
備
す
る
普
通
建
設
事
業
費
の

決
算
額
は
、
26
億
5
0
0
0
万
6
千
円
で
、
前
年
度
比
15
億
623
万
5
千
円

（
131.7
％
）
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
港
湾
事
業
を
中
心
と
し
た
繰
越
事
業
が
影
響

し
大
幅
な
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
決
算
額
の
う
ち
補
助
事
業
は
19
億

9
6
4
5
万
1
千
円
で
、
前
年
度
比
14
億
1
8
1
2
万
8
千
円
（
245.2
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で
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す
。
ま
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物
件
費
は
増

　
賃
金
、
委
託
料
、
需
用
費
、
役
務
費
な
ど
の
物
件
費
の
決
算
額
は
、
5
億

865
万
8
千
円
で
、
前
年
度
比
315
万
8
千
円
（
0.6
％
）
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

物
件
費
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
海
岸
漂
着
物
地
域
対
策
推
進
事

業
で
前
年
度
比
408
万
3
千
円
、
中
学
校
指
導
書
購
入
で
前
年
度
比
957
万
4
千

円
の
増
、
地
域
子
育
支
援
拠
点
施
設
整
備
事
業
で
前
年
度
比
1
4
4
万
1
千

円
の
増
な
ど
が
影
響
し
て
い
ま
す
。【
表
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性 質 区 分　歳 出 決 算 額　　増減率 (％） 　28 年度　27 年度 
　　人 件 費
　　扶 助 費
　　公 債 費
　　小 計
　　普通建設費
　　災害復旧費
　　小 計
　　物 件 費
　　維持補修費
　　補助費等
　　積 立 金
　　繰出し金
　　　小 計
　　合 計

▼表 3　性質別歳出決算額（対前年度比）
                ※地方財政状況調査より （単位：千円）

19

382,322
40,358
561,347
984,027
1,143,771
122,484
1,266,255
505,500
2,694

224,406
282,132
74,524

1,089,256
3,339,538

3.7
9.7
29.6
18.7
131.7
108.8
129.5
0.6
91.9
7.6

203.8
24.2
56.5
73.0

396,322
44,269
727,746
1,168,337
2,650,006
255,793
2,905,799
508,658
5,171

241,353
857,027
92,557

1,704,766
5,778,902

15 億 5,604 万
2 千円

（26.2％）

自主財源

43 億 8,114 万
7 千円

（73.8％）

歳　入
59 億 3,718 万
9 千円

依存財源

▼第 4表　基金（貯金）の状況

区 　 分　現在高 (千円 )　

財政調整基金 　   570,528
減債基金 　  376,665        
地域振興基金          548,934        
渡船施設基金          579,678           
ふるさと基金          19,260         
その他の積立基金        536,500　       
合　　　計   2,631,565        

▼第 5表　地方債（借金）の状況（単位：千円）

区　分　　平成 28年度　　　　　　　　　　
村債残高  　　　　　  4,384,305
前年度比                      　　　　　　　　△92,272％
うち臨時財政特例債残高               744,545



○　総務費
指定宿泊施設利用料補助事業　8,281,170 円
積立基金費  857,027,310 円
船舶特別会計繰出金   9,570,746 円
ブロードバンド施設管理費　44,699,403 円   
地域振興（ブロードバンド対策）    7,538,400 円
離島石油製品流通合理化・安定供給支援事業
                                                                8,931,042 円
簡易郵便局整備事業　4,832,220 円
情報セキュリティー強化対策事業 ( 繰越 )  18,090,000 円
特定離島（定住促進）   5,251,906円
地域振興（花嫁対策）1,549,113 円
地域振興推進事業（地域づくり）3,025,100 円
おはら祭り事業  41,612 円
出張所費　42,783,671 円
村長村議会議員選挙費  2,061,382 円
県知事選挙費  4,722,427 円
参議院議員選挙費　10,062,298 円
鹿児島海区漁業調整委員会委員選挙費　800,414 円
経済センサス   207,600 円
地籍調査経費   15,326,264 円

○　民生費
定住促進対策事業費　25,819,373 円
住民医療費助成事業  1,903,000 円
鍼灸施術事業   2,387,220 円
国保特会繰出金　17,512,898 円   
介護保険特会繰出金　21,892,000 円
介護サービス特会繰出金　375,652 円
障害者自立支援経費    5,582,706 円
臨時福祉給付金事業   1,734,792 円
臨時福祉給付金事業（経済対策） 4,408,444 円
特殊治療船賃助成事業     168,060円
介護計画・高齢者福祉計画策定事業 　307,800円
高齢者生きがい対策事業    645,000 円
高齢者特別乗船券事業     6,456,210 円
高齢者居住環境整備事業     1,093,000 円
老人福祉施設措置費     684,391 円
特定離島（健康増進対策）　4,622,085 円
介護事業所運営事業    12,187,800 円

小規模多機能居宅介護宿泊費助成事業    1,662,005 円
地域見守り支援事業　172,627 円
高齢世帯浄化槽維持管理費助成事業    476,000 円
介護基盤整備事業　33,404,481 円
食の支援事業　391,158 円
後期高齢者医療費    15,059,302 円　
児童措置費（子ども手当・児童手当）   11,140,000 円
地域子育支援拠点事業   48,566,374 円
地域おこし協力隊事業（子育て）   1,423,623 円
子育て支援専門員報酬等　2,538,982 円
子ども医療費助成事業　768,290 円
子育て世帯臨時特例給付金事業   6,000 円
ミルク・紙おむつ支給事業　579,098 円
体験保育費助成事業   2,159,960 円　　　

○　衛生費
簡易水道特会繰出金　27,763,458 円
健康増進事業    3,878,728 円
特定診療科巡回診療     2,704,296 円
妊産婦検診補助事業　1,569,620 円   
母と子の健康増進事業　1,387,318 円
産後ケア事業　351,500 円
予防接種事業　2,321,362 円
害虫駆除対策事業    1,587,123 円
環境緑化推進事業     217,223円
廃自動車離島支援事業    278,500 円
特定家電海上輸送費助成事業       119,540 円
特定離島（ブヨ駆除）  5,028,070 円
特定離島（ハブ対策）　500,000 円
海岸漂着物地域対策推進事業    6,084,876 円
診療所費    154,745,405 円
塵芥処理費（一般経費・車両管理）1,715,317 円
ゴミリサイクル推進事業    3,885,794 円
特定離島（ゴミ処理施設整備）　27,036,167 円
特定離島（環境保全対策）　2,166,288 円
合併処理浄化槽整備事業   1,410,000 円

○　労働費
雇用創出対策事業　4,082,361 円

○　農林水産業費
農業委員会費　7,184,715 円
農業振興一般経費　4,745,275 円
特産品開発関連費    1,796,102 円
産品販売促進支援事業   248,800 円
生産施設整備補助費（農業）　2,249,092 円   
有害鳥獣対策事業　124,749 円
土壌改良促進事業　1,007,830 円
地域おこし協力隊事業（農業支援）    4,720,327 円

特定離島（共同利用農業施設）   5,940,000 円
特定離島（出荷運賃補助）   6,199,521 円
特定離島（物産宣伝対策）    3,197,373 円
就業者育成事業     34,543,080 円
産業振興支援事業　5,108,620 円
青年就農給付金事業　11,250,000 円
補助離島活性化（出荷運賃補助）     199,440 円
地域振興（トカラ産品新開発定着化）　6,874,000 円
地方創生加速化（農林水産物産地化）（繰越）
                                                              13,533,345 円
有害虫（ミカンコミバエ）対策事業      14,157 円
畜産振興対策補助費　8,741,515 円   
人工授精推進事業　1,764,023 円
県有貸付牛償還金　8,380,050 円
生産施設整備補助費（畜産）   20,905,867 円
離島家畜衛生技術向上対策    5,080,712 円
単独草地開発事業     6,097,095円
単独畜産振興施設（家畜分娩施設）整備事業 (繰越）
                                                                                  15,094,400円
特定離島（牧道整備）　　19,435,000円
特定離島（畜産振興施設整備）   17,161,200 円
畜産団体経営支援事業   2,216,270 円
地方創生（黒毛和種優良肉用繁殖）   43,417,360 円
遊休農地対策事業   1,566,931 円
特定離島（農道整備）　29,644,000 円
地域振興（定住化促進産業創出）　2,268,873 円
補助林道舗装事業　40,000,000 円
県単林道事業（繰越含む）     20,638,120 円
離島漁業再生支援事業   2,166,701 円　
生産施設整備補助費（水産）　9,371,124 円
単独水産関連施設整備    2,061,944 円
補助離島活性化（船待施設）（繰越）　22,132,000 円   
特定離島（水産物販売促進＜ﾄｰﾀﾙｾｰﾙｽﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ＞）　                     
                                                                6,000,000 円

○　商工費
特定離島（生活物資）　12,291,340 円
温泉施設整備費 (ｾﾗﾝﾏ温泉整備 )( 繰越 )    20,717,600円
地域振興（観光地整備＜悪石島湯泊温泉公園＞）（繰越）
                                                                                          11,340,000円
地域振興 (観光地整備＜小宝島赤立神＞)  9,084,940円
ななしま運航費     13,429,845 円
ななしま検査工事費     5,362,000 円
列島マラソン     3,840,039 円
特定離島（カレンダー制作）2,670,623 円
特定離島（観光情報誌制作）　5,680,800 円
特定離島（民宿研修）　1,055,598 円

補助離島活性化（地域情報発信事業）　907,071 円

○　土木費
道路維持一般経費    14,362,302 円
地域振興（標識柱）    8,000,000 円
特定離島（道路環境整備）　16,000,000 円
補助離島活性化 ( 危険木伐採 )( 繰越 )　20,000,000 円
単独道路新設改良費     4,039,463 円
補助道路新設改良費（繰越含む）     213,858,900 円　
補助橋りょう新設改修費　5,100,000 円
港湾管理一般経費       1,359,384 円
特定離島（防波堤等整備）     25,054,420 円
特定離島（防舷材等整備）　10,900,000 円
地域再生計画事業 (港湾 )( 繰越含む )    307,100,000円
補助港湾建設費 (繰越含む )      1,188,000,000 円
単独住宅建設費 ( 繰越含む )   51,608,008 円
特定離島（定住促進住宅）   91,794,600 円

○　消防費
消防団員活動手当費     4,254,490 円
防災行政無線運営費     7,818,215 円
単独消防施設整備費　　662,440 円
特定離島（消防施設整備）　7,797,816 円
補助離島活性化 ( 避難施設整備 )( 繰越含む )
                                                           45,943,000 円

○　教育費
補助離島活性化 ( 山海留学・PR)    11,875,260 円
海外ホームステイ派遣事業      2,595,950 円
離島高校生修学支援事業　 3,526,180 円
小学校維持補修費 ( 繰越含む )    18,220,500 円
本校設置事業 ( 繰越含む )     23,648,200 円
へき地教職員住宅整備事業　2,700,000 円
へき地寄宿舎整備事業（小学校）　2,808,000 円
へき地寄宿舎建設事業（中学校）　52,060,694 円
ALT派遣事業      860,032円
悪石島屋内運動場整備費 (繰越 )    7,256,000 円
歴史民俗資料館運営費      3,650,654 円
天文台運営費      1,254,434 円
文化財保護対策費    5,723,979 円
生涯学習事業　195,936 円
花いっぱい運動事業     663,697 円
ファミリー劇場     1,181,840 円
村民体育大会費　 418,650 円　
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28年度に実施した
　主な事業の決算額
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平
成
28
年
度
決
算
財
政
健
全
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等
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状
況
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す

１
財
政
健
全
化
比
率

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す

る
法
律
（
財
政
健
全
化
法
）」
に
基
づ
く
、

平
成
28
年
度
決
算
に
お
け
る
十
島
村
の
健

全
化
判
断
比
率
は
、
４
指
標
と
も
適
正
基

準
の
範
囲
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
判
断
比
率
が
基
準
を
超
え
た
場
合
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
に
応
じ
計
画
を
策
定
し
、

財
政
の
健
全
化
ま
た
は
財
政
再
建
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。
財
政
再
建
団
体
に
な
る
と
税
や

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
が
必
要
と
な
る

ほ
か
、
村
の
借
金
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

・
実
質
赤
字
比
率

　
一
般
会
計
の
赤
字
の
程
度
を
示
し
ま
す
。

数
値
が
大
き
い
ほ
ど
財
政
運
営
が
深
刻
化

し
て
い
る
こ
と
を
示
し
ま
す
。
平
成
28
年

度
の
十
島
村
に
お
け
る
一
般
会
計
は
黒
字

の
た
め
、
算
出
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
連
結
実
質
赤
字
比
率

　
特
別
会
計
や
企
業
会
計
な
ど
全
て
の
会

計
を
合
算
し
て
、
村
全
体
の
赤
字
の
程
度

を
示
し
ま
す
。
数
値
が
大
き
い
ほ
ど
財
政

運
営
が
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
を
表
し
ま

す
。
平
成
28
年
度
の
十
島
村
で
は
黒
字
の

た
め
、
算
出
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
実
質
公
債
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借
入
金
の
返
済
額
や
こ
れ
に
準
じ
る
額

の
大
き
さ
を
示
し
ま
す
。
数
値
が
大
き
い

ほ
ど
資
金
繰
り
が
悪
化
し
て
い
る
こ
と
を

表
し
ま
す
。
平
成
28
年
度
の
十
島
村
に
つ

い
て
は
、
昨
年
度
比
で
2.9
ポ
イ
ン
ト
減
少

（
繰
上
償
還
が
影
響
）
し
て
お
り
、
県
内
市

町
村
と
比
較
し
て
も
低
い
数
値
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

・
将
来
負
担
比
率

　
借
入
金
や
将
来
的
に
支
出
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
る
現
時
点
で
の
残
高
を
示
し
ま

す
。
数
値
が
大
き
い
ほ
ど
将
来
、
財
政
を

圧
迫
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
表
し
ま

す
。
平
成
28
年
度
の
十
島
村
で
は
算
出
さ

れ
ま
せ
ん
。

２
公
営
企
業
の
資
金
不
足
率

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す

る
法
律
（
財
政
健
全
化
法
）」
に
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づ
く
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平
成
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年
度
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算
に
お
け
る
十
島
村
の
公

営
企
業
会
計
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資
金
不
足
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率
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経
営

健
全
化
基
準
の
範
囲
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と
な
っ
て
い
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資
金
不
足
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基
準
を
超
え
た
場
合

は
、
経
営
健
全
化
計
画
を
策
定
し
、
経

営
の
健
全
化
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
経
営

健
全
化
団
体
と
な
る
と
料
金
や
サ
ー
ビ

ス
の
見
直
し
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
資
金
不
足
比
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公
営
企
業
の
料
金
等
の
収
入
の
規
模

に
対
す
る
資
金
不
足
額
の
程
度
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示
し

ま
す
。
数
値
が
大
き
い
ほ
ど
経
営
状
況

が
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
を
表
し
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
の
十
島
村
に
お
け
る
公

営
企
業
は
、
船
舶
交
通
特
別
会
計
、
及

び
簡
易
水
道
特
別
会
計
と
も
に
経
営
健

全
化
基
準
の
範
囲
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平成 28年度決算　財政健全化判断比率の状況　

公営企業の資金不足比率の状況　

項目 実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

村の数値 ― ― 4.0 ―

早期健全化基準 15.00 20.00 25.0 350.0

財政再生基準 20.00 30.00 35.0 ―

項目 船舶交通特別会計 簡易水道特別会計

資金不足比率 ― ―

経営健全化基準 20.0

一般社団法人 メディポリス医学研究所 

メディポリス国際陽子線治療センター 
〒891-0304 鹿児島県指宿市東方4423番地 

E-mail：info@medipolis.org    

HP：http://www.medipolis.org 

：0993-23-5188、📠：0993-24-3450 

鹿児島県による「粒子線がん治療費利子補給事業」 

 
陽子線は従来の放射線とは異なり、身体の中を通過せずに止まる性質

があります。また、止まる位置でエネルギーが最大になるという物理特性

があり、そのため、身体の中のがん病巣のみを狙い撃ちできるので、まわり

の正常組織への影響を最小限に抑えることが可能です。 

治療中は痛みや熱など何も感じることはありません。 

 

 

 

治療の技術料として288万3千円、その他、保険診療分の費用を

合わせ、約300万円かかりますが、民間のがん保険や先進医療特

約の保険を利用することが可能です。 

 

 2016年4月より小児がんは保険適応になりました。 

 がんの種類や大きさに関わらず、1つの腫瘍に対しての金額と

なります。 

鹿児島県においては、平成23年4月より「陽子線治療」を受けやすい環境を整備するため、患

者さんまたはその家族などが、金融機関等などから治療費の借り入れを行った場合の利子の

一部を助成する制度「粒子線がん治療費利子補給事業」も開始されています。 

 

 対象借入金 銀行等からの借入金のうち陽子線治療料相当額 

  ただし，2,883千円が限度額となります。 

 利子補給率  

  年利率（6％以内）の100%･････非課税世帯（住民税） 

  年利率（6％以内）の50%･･････世帯全員の課税総所得金額が600万円未満 

 利子補給期間 5年を限度とする 

 

※詳しくは県のホームページ（https://www.pref.kagoshima.jp/） 

または県庁地域医療整備課 （ 099(286)2693）まで 

 

 

九州唯一の 

 

陽子線 

治療施設 

Since 2011 

 

 
治療できる主な疾患は、頭頸部、肺、

肝臓、膵臓、腎臓、前立腺などの固

形がんに対して有効になります。 

ただし、胃や十二指腸、大腸などの

消化管は対象外となります。また、多

発している場合なども適応にならない

可能性があります。 

十島村ホームページを

　　　　　　　
　本村のホームページ（http://www.tokara.jp/) を平成 29 年 12 月 15 日にリ
ニューアルしました。以前のホームページより利用者が見やすく、より使い
やすいかたちにし、十島村の魅力をより PRできるように観光ページに特化し
たホームページとなっています。また、スマートフォンでも閲覧可能となっ
ております。お時間がある時に、ぜひ閲覧下さい。

　鹿児島市の名山町にあるゲストハウスM104（エム イチマルヨン）が 12 月８日から指定宿泊
施設となりました。桜島フェリー、屋久島航路、その他離島航路まですぐの好立地です。

指定宿泊施設追加のお知らせ

○基本情報　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○地図のご案内
住所 ： 〒892-0821 鹿児島県鹿児島市名山町 10-4 　　　十島村役場よりすぐそばです。
 TEL ： 099-225-3939
 交通アクセス ： 朝日通駅より徒歩にて約３分
 駐車場 ： 有り４台８００円（税込み／泊）先着順
 チェックイン ： 4:00 PM ～ 9:00 PM
 チェックアウト ： 10:00 AM

リニューアルしました！

 

 

○部屋タイプ　　ドミトリールーム【男女共用ベッド計８台】　　２，５００円／日
 　　　　　　　   ドミトリールーム【女性用ベッド計４台】　　　２，８００円／日
 　　　　　　　   ドミトリールーム【女性用二段ベッド】　　　　２，８００円／日

十島村役場

M104  Kagoshima



十島村の人口・世帯数  平成 29 年 12 月末現在

編集／発行：十島村役場  総務課  広報係
〒892-0822　鹿児島市泉町 14-15　tel:099－222－2101
よろしければ皆さんのご意見・ご感想をお聞かせください。

島　　　　 名　　   男性　　  女性  　　人口　   　世帯

口　 之 　島　　  67　　    60　　  127　　  76

中　 之　 島  　　90　　    74　　  164　　  93

諏訪之瀬島　　  40　　    37　　　77　　  33

平　　　島  　　33　　    33　　　66　　  40　　　

悪 　石　 島　　  42　　    38　　　80　　  39

小　 宝 　島  　　30　　    26　　　56　　  34

宝　　　  島　　  71　　    68　　  139　　  73

合  　　　計　　 373　　 336　　 709　　388

村営定期船 フェリーとしま  
平成 30 年 2月運行予定
※平成 30年 4月 2日より新船就航予定です。

日　  1 　2 　3 　4 　5 　6 　7 　8　 9 　10　11　12　13　14　1　20　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　31

曜 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

予
　
定

便
　
　
区
　
　
分

名
瀬
便

名
瀬
便

名
瀬
便

入
　

　

　
　
出

鹿児島　　十島村　　名瀬
十島村 土木交通課 航路対策室
　　　　　　TEL : 099-222-2101
フェリーとしま
　　　　　　TEL : 090-3022-4523

24

　
　
出

日

曜 木   金   土   日   月   火   水   木  金   土   日   月   火   水   木   金  土   日   月   火   水   木   金   土   日   月  火   水        

１   ２   ３   ４  ５    ６   ７   ８   ９  10  11   12  13   14  15   16  17  18   19  20   21  22   23  24   25  26  27   28     

　
　
出

名
瀬
便

　広報としまへの広告掲載募集！
【広告の規格・掲載料（すべて消費税別）】
　　縦 13.0cm×横 8.5cm　　月額 10,000 円
　　縦 13.0cm×横 17.0cm　  月額 15,000 円
　　Ａ4サイズ 1頁　　　　    月額 30,000 円
　広告掲載の申し込みは、申込書のダウンロードを含め、
詳細は十島村ＨＰをご覧ください。
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入
　

入
　　

　
出

入
　
出
　

新船（フェリーとしま２）
受取のため、2/26 ～ 2/28
は運休いたします。

名
瀬
便

名
瀬
便(

臨
時
便
）

【広報としま 12 月号掲載の訂正について】
　広報としま 12 月号の 23 頁に掲載した「村の各種助
成制度」について、敬老祝金支給事業を平成 30 年 4月
以降事業拡充としていましたが、議会で可決されなかっ
たため、当面は現行のままとなります。

グリーン鹿児島農協からのお知らせです！
　鹿児島地区の 3 農協（グリーン鹿児島・かごしま中央・東部）が合併して、平成 30 年 3 月

1 日に、「鹿児島みらい農業協同組合」が誕生することになりました。

今回の合併に伴う、貯金口座などの変更内容についてご連絡いたします。
・現在のグリーン鹿児島農協の「本店」は、「かんまち支店」へ変更となります。（かんまちは、ひらがな表記です。）
・グリーン鹿児島農協本店の店舗コード・口座番号は、変更ございません。
・金融機関コードは、「９２２９」に変更となります。
・通帳をお持ちのお客様につきましては、平成 30 年 3月 1日以降に通帳磁気データの書き換えが必要になります。
　平成 30 年 3月 1日以降、お取引の際に変更処理いたします。
・キャッシュカードをお持ちのお客様は、そのままお使いいただけます。
　お振込・口座振替などご利用いただいておられますお客様は、平成 30 年 3月 1日以降に変更となりますこと、
　ご留意いただきますようお願い申し上げます。
　ご利用の皆様には、大変ご不便をおかけしますが、何卒ご理解賜りますようお願い申し上げます。

【ご不明な点などお問い合わせ先】　グリーン鹿児島農業協同組合　本店　電話：099-239-9309


